
 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の行事予定 
 日 （曜） 内  容 場  所 時  間 

１１日（木） 体育協会総会 公民館和室 ２０時００分～ 

１７日（水） 狂犬病予防注射と犬の登録 公民館駐車場 １０時～１１時 

２１日（日） 老人クラブ総会 公民館２階ホール １１時００分～ 

２３日（火）  女性の会総会 公民館和室 １９時３０分～ 

２３日（火） 乳幼児音楽教室（中央公民館講座） 公民館２階ホール ９時３０分～ 

 

  

 

 

 

第３５７号 

 
曽木町の人口と世帯（２月２８日現在）                 

人口 ９６８人 平成２５年４月１日 

男 ４６８人 発行  曽 木 公 民 館 

女 ５００人 曽木町青少年育成会 

世帯 ３７５世帯 ＴＥＬ ５２－２２３７ 

                公民館だよりは、市役所のホームページからもご覧になれます。 

 

公民館は、地域の皆さんと一緒に学びながら人づくりをし、それを生かして、地域を

良くしていくことのお手伝いをしています。 

昨年度は、曽木公民館自主事業として、夏休み中の小学生を対象とした、昼ごはん作

りや陶芸、寄せ植え講座、災害が起きた時を想定した料理教室、季節の行事に合わせた、

ゆかたの着付け教室・門松作り・味噌作りなどを行いました。どの事業にもたくさんの

方々に参加していただき感謝しております。 

今年度も町民の皆様とともに、【集い・学びあい・つながりを深める】場として、ま

た、お互いに【知りあい・関わりあい･思いあい・支えあう】曽木町をめざして、各種

サークル・講座・お祭り・運動会など、地域に根ざした公民館活動を進めてまいりたい

と思っております。どうぞよろしくお願いします。 

 

平成２５年度スタート！ 

 

 

 古くから残る古文書を読んで、生きた歴史に触れてみませんか。地元にある読みやすい古

文書を題材にしますので、まったく読めない方でも大丈夫です。地域の歴史に興味のある方、

崩し字を読んでみたい方など、多くの皆さんの参加をお待ちしています。 

■会 場：妻木公民館 

■開催日：５月８日、２２日、６月１２日、２６日、７月１０日（全５回水曜日） 

■時 間：午後７時３０分～午後９時   ■定 員：３０名 

■参加費：５００円（資料代）      ■申込期限：４月２５日（木）まで 

■申込先：生涯学習課公民館係 ℡５４－１１１１ 

（土・日・祝を除く平日の午前８時３０分から午後５時１５分） 

入門 古文書講座 生涯学習課主催 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

さる２月２４日（日）に曽木公民館調理室

で味噌作り講座を開催しました。 

昨年、一昨年と講師の先生の都合で開催で

きなかったので、今年は大竹醤油醸造場で材

料を分けていただき、参加者みんなで作りま

した。 

早ければ１０月過ぎに食べられるそうなの

で、出来上がりが楽しみです。 

 

65 歳以上で一人暮らしの方、８０歳以上

の夫婦二人暮らしの方を招いた、福祉給食サ

ービスが 3 月３日（日）に曽木公民館で行

われました。  

福祉委員の皆さんが用意してくださった、

心のこもった料理をおいしくいただきなが

ら、みなさん楽しい時間を過ごされました。 

 

みんなで楽しく食事会  福祉委員 給食サービスの昼食会 

 

味噌作り講座 （曽木公民館自主事業） 

 

曽木公民館で行われているパッチワーク同好会では、参加者を募

集しています。 

みんなでおしゃべりをしながら、楽しくオリジナル作品を作りま

せんか！手のひらサイズの小物から大きなカーペットラグまで楽し

みながら少しずつ形となっていきます。 

自分のペースで作っていきますので、昼間に時間の取れる方でし

たら、どなたでも大歓迎です。是非、ご参加ください。 

会場：曽木公民館 和室 

日時：毎月第１・３金曜日  午後１時～４時 

会費：月 2000 円     講師：土屋満子先生 

＊申込・お問合せ 曽木公民館（℡５２－２２３７）まで 

 （日・月・祝を除く午後２時３０分～午後７時３０分） 



平成２５年度 曽木町公職者 
本年度曽木町のためにご尽力いただく、公職者の皆さんをご紹介いたします。 

１年間よろしくお願いいたします。   平成２５年４月１日現在（順不同・敬称略） 

公 職 名 氏  名 公 職 名 氏  名 

町内会連合会 会 長 日比野壽郎 民生児童   委 員 中嶋美保子 

〃      副会長 田中 伸久 〃      委 員 中嶋 忠夫 

上     町内会長 梅村 春生 〃      委 員 水野 静枝 

大中    町内会長 小木曽秀則 〃 （主任児童委員） 中嶋 高久 

住久保   町内会長 川合 孝治 〃 （主任児童委員） 中居 祐子 

蘭仙    町内会長 野村 盛伸 氏子総代会長 田中  茂 

下     町内会長 長江 新司 氏子副総代会長 中島 節郎 

中切    町内会長 水野 京一 〃      庶 務 田口 重信 

市有林管理委員会委員長 水野 修 〃      会 計 中島 薫 

〃      副委員長 中嶋 正悟 女性の会   会 長 田口 玲子 

〃      委 員 高田 講一 〃      副会長 武藤 裕貴子 

〃      委 員 橋本 通雄 〃      副会長 中嶋 友子 

〃      委 員 田中 勝郎 スポーツ推進員 小栗 勝彦 

〃      委 員 鷲見 義雄 〃 中野 清美 

〃      委 員 佐長谷德朗 体育協会   会 長 岡島 哲夫 

〃      委 員 林  正美 〃      副会長 小栗 清一 

〃      委 員 水野 耕二 〃      理事長 武藤 孝士 

〃      委 員 二宮  豊 〃     庶務会計 日比野 司 

〃      委 員 中居 昌美 老人クラブ連合会会長 中嶋 嘉道 

公民館館長・青少年育成会会長 梅村 春生 〃  福寿会 会 長 水野 勝 

市社会教育委員・公民館副館長 田口 重信 〃  長寿会 会 長 稲垣 行夫 

青少年育成会 副会長 中嶋 幸治 〃  千歳会 会 長 中嶋  泉 

〃    環境部長 水野 重樹 〃  寿 会 会 長 小出 時夫 

〃    中高・家庭部長 中野 秀雄 〃     女性部長 小木曽幸子 

〃    〃 副部長 岡島 和久 〃     女性副部長 中嶋 静江 

消防 濃南分団 副分団長 田中 隆 〃      会 計 小木曽清實 

〃      部 長 水野 隆博 母子寡婦福祉会  中島 順子 

交通安全協会 分会長 大久保惠造 中学校ＰＴＡ  会長 井野 寛義 

〃     副分会長 小木曽雅裕 〃      副会長 岡本 嘉和 

打囃子保存会 会 長 中嶋 勝郎 小学校ＰＴＡ 会 長 安江 大 

保護司 佐々 宏之 〃      副会長 福本 哲也 

市農業委員会 委 員 田中 勝郎 〃      副会長 小栗 由紀 

〃      委 員 梅村 徳幸 〃      副会長 楓 ひとみ 

民生児童委員単位会長 内木 高義 〃      副会長 中嶋 照成 

〃      副会長 田中 知敏 保育園保護者会 副会長 磯貝 美佳 



 

 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
  
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                         

 

 

家庭・地域とともに歩む学校（公民館便り） 

６年間の小学校の課程を終え、１２人の仲間たちが曽木小学校を旅発ちました。一人一人自分の

夢に向かって新たなスタートを切りました。この６年間頑張れたのは、本人の努力は言うまでもあ

りませんが、家族の愛情、地域の支えがあったからだと思います。これからも明るく、元気に、自

分らしく、たくましく頑張ってほしいと思っています。これからも今まで同様、支えていただけれ

ばと思います。よろしくお願いします。 

 1 年間、曽木小学校の教育活動にご理解・ご協力ありがとうございました。この 1 年間が有意義に

過ごせたのも皆さんのおかげと感謝しています。来年度もまたよろしくお願いいたします。 

～自分の夢に向かって さあ旅立ちの時です～ 

お母さんと手をつなぎ、入学式に来た我が

子が、こんなにもたくましく成長した姿に、

喜びがひとしおだったと思います。保護者の

方々の卒業式でもあったと思います。 

多くの来賓の方々に、門出を祝っていただき

ました。この６年間「地域の宝」と言ってくだ

さり、惜しまず支援をしてくださいました。ど

うぞこれからもよろしくお願いします。 

卒業生も在校生も互いに相手を思うお祝いの言葉

と心のこもった歌声に涙が流れました。「ありがとう」 

「さようなら」言葉にはならない思いがあふれてきた

瞬間でした。楽しい思い出を大切にします。 
 

背筋を伸ばし、堂々と、校長先生から卒業証書を受

け取る姿は、自信と希望に満ちていました。学校長の

式辞にあったように、「感謝」の気持を忘れず、「夢」

の実現に向けて頑張ってほしいです。 

 


